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2009年10月5日現在

大和証券投資信託委託株式会社

ﾌﾞﾗｼﾞﾙの金融市場動向 Weekly Report

【１】為替動向

【２】金利動向

【３】主要経済指標

先週のレアルは対米ドルで小幅上昇しました。週前半は小動きで推移しましたが、9月末のコモディティ価格
上昇を好感して、レアルは上昇し、約1年ぶりの1.76台をつけました。その後、米国ISM製造業景況感指数など
が予想より悪かったことを受けていったんは売られましたが、金曜日に2016年オリンピック開催地がリオデジャネ
イロに決まったことを受けて国内株高となり、再びレアルは上昇しました。
今週も、世界景気、コモディティ価格、金融市場の動向などの影響を受けやすい状況が続きますが、レアルは
堅調な値動きが見込まれます。

先週のブラジル2年国債は金利低下となりました。週初は、最近の金利上昇は行き過ぎとの見方から金利は
低下して始まりました。その後発表された製造業購買担当者指数が上昇したことで、利上げ開始の時期が早
まるとの見方が強まり、いったんは金利上昇しました。しかし、週末の米雇用統計が予想より弱い数字となった
ことで、米国の超低金利が長期化するとの見方が浮上し、米国との金利差拡大でブラジル債券の魅力が相対
的に高まるとの期待から、大幅に金利低下しました。
8日に9月IPCAインフレ率が発表され、中銀のインフレ目標(4.5％)を下回る数字が予想されています。発表さ
れる数字次第では今後の金融政策に対する見方が振れる可能性があり、中期債の金利変動は大きくなりや
すいと思われます。

（出所）ブルームバーグより大和投資信託作成

【ブラジル・レアル 為替推移】
（2009年9月2日～2009年10月2日）
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※主要経済指標の発表日は日本時間。

発表日 対象 今回 前回
10/1 2009年9月 52.3 50.6製造業購買担当者指数

指標名
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商号等 大和証券投資信託委託株式会社

金融商品取引業者　　関東財務局長（金商）第352号

加入協会 社団法人投資信託協会

社団法人日本証券投資顧問業協会

■お客さまにご負担いただく費用
ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。

直接ご負担いただく費用

申込手数料 料率の上限は、3.15％（税込）です。

換金（解約）手数料 料率の上限は、1.26％（税込）です。

信託財産留保額 料率の上限は、0.3％です。

保有期間中に間接的にご負担いただく費用

信託報酬 信託報酬率の上限は、年2.121％（税込）です。

その他の費用 監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場

合の費用等をご負担いただきます。（その他の費用については、運用状況等に
より変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。）

※上記に記載している費用項目等につきましては、一般的なファンドを想定しております。費用の料率に

つきましては、大和投資信託が運用する一般的なファンドのうち、徴収するそれぞれの費用における最高

の料率を記載しております。

※ファンドにより異なりますので、詳しくは販売会社にお問い合わせください。

※詳細につきましては、「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

■ファンドのリスクについて
ファンドは、株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスク

もあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。また、新興国には先進国とは異なる新興国

市場のリスクがあります。したがって、投資元本が保証されているものではなく、これを割り込むことがあり

ます。リスクの要因については、各ファンドが投資する有価証券等により異なりますので、お申し込みにあ

たっては、各ファンドの「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

以下の記載は、金融商品取引法第３７条により表示が義務付けられている事項です。お客さまが実際にご購入

される個々のファンドに適用される費用やリスクとは内容が異なる場合がありますのでご注意ください。

ファンドにかかる費用の項目や料率等は販売会社や個々のファンドによって異なるため、費用の料率は大和投資

信託が運用する一般的なファンドのうち、徴収するそれぞれの費用における最高料率を表示しております。

また、特定ファンドの取得をご希望の場合には「投資信託説明書（交付目論見書）」を販売会社よりお渡しいたし

ますので、必ず内容をご確認いただき、投資に関する最終決定はお客さまご自身の判断でなさるようお願い申し上

げます。


